
来
年
号
に
は

(5)(6)(7)(8)

村
か
ら
町
へ
、
合
併
し
て
別
府
町
誕
生

別
府
と
災
害
（
伝
染
病
な
ど
）

犯
罪
と
警
察

明
治
末
期
の
別
府
　
（
仮
題
）

別
府
の
古
文
書
史
料

な
ど
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
本
橋
に
関
し
て
は
、
筆

者
が
担
当
し
た
『
大
分
県
史
』
近
代
編
工
（
明
治
前
期
）
、
同
ｎ

　
（
明
治
後
期
）
、
『
別
府
市
誌
（
昭
和
五
十
年
）
』
、
「
明
治
期
大

分
県
の
法
政
事
情
」
（
大
分
大
学
研
究
記
要
）
な
ど
の
諸
稿
を
併
せ

読
ま
れ
る
ご
と
を
希
望
し
ま
す
。

「
諸
用
留
」
・
「
家
宝
珍
事
記
」
の
時
代

　
　
「
諸
用
留
」
は
、
別
府
村
の
豪
商
と
言
わ
れ
た
極
星
（
た
ば
こ

や
）
の
荒
金
市
郎
兵
衛
か
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
よ
り
書
き

起
こ
し
た
備
忘
録
で
あ
る
。
一
快
星
は
、
別
府
村
の
大
部
分
の
田
畑

を
所
有
し
た
と
ま
で
言
わ
れ
た
大
家
で
、
酒
の
醸
造
業
を
営
む
か

た
わ
ら
、
大
阪
方
面
へ
盛
ん
に
移
出
さ
れ
た
七
島
（
蓮
）
む
し
ろ

・
生
（
姜
）
が
の
生
産
や
問
星
も
て
が
け
て
い
た
。

　
原
本
は
、
地
図
九
葉
を
含
む
半
紙
十
六
枚
袋
綴
じ
で
、
天
保
七

年
よ
り
安
政
七
（
万
延
元
）
年
ま
で
十
四
年
間
の
別
府
村
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
江
　
秀
　
利

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
か
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
家
宝
珍
事
記
」
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
よ
り
明
治
十

七
年
ま
で
書
き
継
か
れ
た
中
石
垣
村
首
藤
家
の
備
忘
録
で
あ
る
。

こ
の
記
録
は
、
表
紙
に
「
不
許
他
見
」
と
特
記
さ
れ
て
お
り
、
外

部
へ
の
披
見
を
は
ば
か
る
賄
賂
に
か
ん
す
る
秘
録
の
部
分
か
あ
り
、

貴
重
な
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

風
水
害
と
米
価
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天
保
年
間
は
風
水
害
に
よ
る
米
穀
の
不
作
が
毎
年
の
よ
う
に
つ

づ
き
、
そ
れ
に
と
も
な
い
米
価
の
乱
高
下
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
天
保
七
年
は
、
四
月
に
寒
気
酷
し
く
五
月
は
長
雨
、
二
百
十
日

に
は
大
洪
水
か
あ
り
「
諸
方
秋
作
不
熟
に
つ
き
殊
の
外
飢
餓
ん
あ

り
飢
え
死
こ
れ
あ
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
大
飢
餓
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
米
相
場
は
別
府
で
一
石
銀
二
百
三
十
匁
に
は
ね
あ

が
っ
た
。
こ
れ
は
別
府
で
の
平
常
値
段
に
比
べ
て
四
倍
に
も
達
し

て
い
る
。

　
翌
八
年
は
「
秋
毛
見
事
」
で
あ
っ
た
か
、
米
は
流
通
せ
ず
、
冬

値
段
で
も
一
石
百
匁
、
九
年
に
は
七
月
に
前
代
未
聞
の
大
洪
水
、

米
価
は
百
匁
と
横
は
い
状
態
と
な
っ
た
。

　
嘉
永
三
年
八
月
、
台
風
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
「
遅
も

の
白
糖
或
ハ
か
ね
つ
き
穂
多
分
出
来
」
し
、
十
一
月
中
旬
に
別
府

村
の
米
価
は
二
百
三
十
五
匁
に
高
騰
し
た
。
荒
金
家
で
は
小
作
米

を
一
反
あ
て
一
石
五
斗
五
升
取
り
立
て
る
と
こ
ろ
、
約
五
割
九
歩

割
引
い
て
六
斗
三
升
一
合
五
勺
と
し
、
金
納
分
は
、
一
石
に
つ
き

銀
百
九
十
匁
に
割
引
い
て
小
作
を
救
済
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
家
宝
珍
事
記
」
に
よ
る
と
、
米
価
の
高
騰
に
怒
っ
た
庶
民
が
、

徒
党
し
て
別
府
村
と
浜
脇
村
の
米
屋
を
打
ち
こ
わ
し
、
怪
我
人
が

で
た
。
こ
の
た
め
高
松
役
所
よ
り
役
人
が
出
張
し
て
頭
人
を
は
じ

め
九
人
を
召
取
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
た
。

　
全
村
の
収
穫
高
が
平
均
し
て
三
割
以
上
の
根
毛
を
生
じ
た
場
合

は
、
貢
租
の
減
免
を
う
け
る
破
免
検
見
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
年
は
北
石
垣
・
北
鉄
輪
・
小
浦
・
別
府
村
の
四
か
村
を

除
く
十
二
か
村
か
破
免
検
見
を
願
い
出
で
「
御
年
貢
米
お
引
方
に

あ
い
な
り
赤
米
田
の
分
も
お
引
方
あ
い
た
ち
石
代
銀
納
減
方
に
あ

い
な
り
（
亀
川
高
橋
文
書
）
」
、
定
免
が
停
止
さ
れ
た
。
「
家
宝
珍
事

記
」
に
は
、
「
横
灘
筋
三
石
垣
尤
荒
し
、
万
民
の
困
窮
い
わ
ん
か

た
な
く
、
去
る
中
年
（
天
保
七
年
）
の
き
き
ん
に
倍
す
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
永
五
年
八
月
も
山
汐
か
朝
見
川
・
境
川

の
上
流
を
崩
し
、
土
砂
が
下
流
の
田
畑
を
埋
め
た
。

　
安
政
二
年
七
月
の
大
災
害
は
、
嘉
永
五
年
型
の
大
洪
水
で
朝
見

川
・
境
川
の
土
手
を
切
っ
た
土
石
流
が
、
鉄
砲
水
と
な
っ
て
下
流

の
村
々
を
押
し
流
し
た
。
水
が
引
く
と
家
屋
や
田
畑
に
大
石
が
入

り
、
土
砂
で
埋
ま
り
ま
さ
し
く
「
白
川
原
」
の
状
態
に
な
っ
た
。

こ
の
年
も
嘉
永
五
年
と
同
じ
く
大
石
や
土
砂
に
埋
ま
っ
た
田
畑
は
、

高
松
役
所
の
役
人
の
見
分
を
う
け
、
荒
田
を
起
返
し
て
二
・
三
年

か
ら
五
・
六
年
は
年
貢
を
免
除
さ
れ
る
鍬
下
年
季
と
な
っ
た
。
荒
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地
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
文
政
二
年
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
か
け
て
、
四
十
一

年
間
に
ハ
回
も
貨
幣
の
改
鋳
が
行
な
わ
れ
た
。
貨
幣
の
価
値
は
、

改
鋳
の
際
の
金
銀
・
銅
の
含
有
比
に
よ
り
相
対
的
に
変
化
し
、
そ

の
度
に
経
済
が
混
乱
し
た
。
「
諸
用
留
」
の
安
政
三
年
の
項
に
「
大

阪
金
相
場
七
拾
目
よ
り
壱
・
弐
匁
」
と
あ
り
、
「
内
外
め
ず
ら
し

き
こ
と
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
金
相
場
は
元
禄
十
三
年
に

金
一
両
銀
六
十
目
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
「
め
ず
ら
し
く
」
金

が
高
騰
し
て
い
る
。

　
大
阪
の
米
相
場
が
地
方
の
米
価
に
大
き
く
か
か
わ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
が
、
安
政
四
年
は
、
豊
後
・
豊
前
・
肥
後
と
も
豊
作
で

あ
っ
た
に
も
か
か
ら
ず
、
関
東
が
凶
作
で
あ
っ
た
た
め
、
米
相
場

か
下
が
る
冬
で
も
、
上
方
の
相
場
に
準
じ
て
、
府
内
・
日
出
藩
の

蔵
米
は
、
八
十
八
匁
・
九
十
二
匁
と
高
値
を
よ
ん
で
い
る
。

嘉
永
の
大
地
震

　
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の
地
震
は
日
に
十
五
・
六
度
の
軽

震
が
七
日
程
続
い
た
が
さ
し
た
る
被
害
は
な
か
っ
た
。
翌
十
二
年

の
大
洪
水
は
、
境
川
下
流
の
家
屋
や
田
畑
に
大
損
害
を
あ
た
え
た
。

こ
れ
は
、
前
年
の
地
震
で
弛
ん
で
い
た
地
盤
を
豪
雨
が
一
気
に
押

し
崩
し
、
土
石
流
と
な
っ
て
海
へ
押
し
出
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
嘉
永
七
年
（
安
改
元
一
八
五
四
）
の
大
地
震
は
、
一
快
屋
の
義
八

郎
を
し
て
「
さ
て
さ
て
あ
わ
れ
な
り
け
る
あ
り
さ
ま
な
り
」
と
嘆

か
せ
た
惨
状
を
て
い
し
た
。
「
川
水
・
井
水
ゆ
り
あ
げ
、
立
ち
歩

き
で
き
ぬ
」
激
震
で
倒
壊
家
屋
も
多
く
、
村
人
は
山
汐
や
津
波
を

恐
れ
大
騒
動
し
て
高
台
に
避
難
し
た
。
こ
の
た
め
、
朝
見
神
社
や

浜
脇
の
崇
福
寺
の
裏
山
に
は
仮
小
屋
の
町
が
出
現
し
た
と
い
う
。

こ
の
地
震
は
、
関
東
・
近
畿
に
わ
た
る
太
平
洋
側
の
地
域
に
大
き

な
被
害
を
あ
た
え
た
。
別
府
で
も
「
こ
の
四
日
潮
三
べ
ん
満
干
あ

り
」
　
「
四
日
夜
よ
り
潮
干
満
大
変
な
り
」
、
と
異
常
潮
位
現
象
が

あ
っ
た
こ
と
が
害
か
れ
て
い
る
。

山
吹
色
の
効
果

　
寛
政
十
一
年
横
灘
の
南
組
六
か
村
（
浜
脇
・
田
野
口
・
朝
見
・

別
府
・
立
石
・
南
石
垣
）
と
北
組
十
一
か
村
（
中
石
垣
・
北
石
垣

・
北
鉄
輪
・
南
鉄
輪
・
野
田
・
亀
川
・
平
田
・
古
市
・
内
竃
門
・
小
坂
・

小
浦
）
は
、
日
田
郡
代
配
下
の
高
松
役
所
支
配
か
ら
島
原
藩
主
松
平

生
殿
頭
の
預
所
と
な
っ
た
。
以
来
、
島
原
藩
は
、
役
人
数
名
と
足
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軽
を
高
松
役
所
に
派
遣
し
て
預
所
の
民
生
や
年
貢
米
の
徴
収
な
ど

に
あ
た
っ
た
。

　
幕
府
は
、
幕
府
頓
を
大
名
預
け
と
し
た
後
も
貢
租
は
勘
定
奉
行

の
管
轄
下
に
お
き
、
年
貢
米
は
直
接
江
戸
浅
草
の
蔵
に
納
め
さ
せ

た
。
江
戸
時
代
末
に
な
る
と
、
幕
府
の
財
政
か
逼
迫
し
、
幕
府
頓

に
対
す
る
苛
斂
㈱
求
も
次
第
に
度
を
ま
し
、
困
窮
し
た
頓
民
と
見

分
に
訪
れ
る
役
人
と
の
間
に
、
貢
租
に
手
心
を
加
え
る
ま
い
な
い

か
横
行
し
た
。

　
　
「
家
宝
珍
事
記
」
の
文
政
四
年
の
項
に
、
坪
刈
の
普
請
役
が
故

意
に
見
分
を
引
き
伸
ば
し
、
そ
の
た
め
麦
の
植
付
け
に
窮
し
た
百

姓
達
が
山
吹
色
菓
子
を
献
上
し
、
「
見
分
は
こ
れ
な
く
相
済
」
ま

せ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
同
八
年
に
、
吟
味
役
と
譜
請

役
が
坪
押
し
に
廻
村
し
た
と
き
、
坪
押
し
は
懇
願
し
て
取
止
め
て

も
ら
っ
た
が
、
役
人
が
見
込
み
で
年
貢
の
増
徴
を
申
し
付
け
そ
う

に
な
っ
た
の
で
、
山
吹
色
の
菓
子
料
を
差
し
出
し
「
事
相
済
候
」

と
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
は
日
田
郡
代
塩
谷
大
四
郎
一
行
が

新
開
（
新
田
開
発
）
調
査
の
た
め
に
来
村
し
た
。
こ
れ
は
、
真
那

井
新
田
（
日
出
）
’
原
村
（
大
分
）
の
新
田
工
事
の
視
察
と
、
横
灘

海
岸
の
新
開
調
査
を
合
じ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
北
組
で
は
亀
川
村

と
南
鉄
輪
村
の
庄
屋
が
「
取
調
掛
役
」
を
合
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

　
「
灘
筋
な
ど
は
山
吹
色
菓
子
沢
山
に
献
上
　
故
に
新
開
ご
赦
免
こ

れ
あ
る
な
り
」
と
あ
る
か
ら
、
別
府
の
海
岸
付
の
村
々
は
、
莫
大

な
費
用
と
労
力
の
か
か
る
新
田
開
発
を
敬
遠
し
「
ま
い
な
い
」
で

返
上
し
た
。

　
　
「
他
見
を
許
さ
ず
」
の
但
書
き
は
、
こ
の
事
実
を
匯
せ
よ
う
と

し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
数
々
の
不
正
事
の
隠
蔽

は
領
民
の
心
に
懸
る
も
の
か
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
万
延
元
年
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

月
、
江
戸
役
人
が
田
畑
の
川
欠
荒
地
見
分
に
下
向
す
る
に
際
し
て
、
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

村
方
の
帳
面
・
絵
図
を
差
し
出
し
た
か
、
「
大
い
に
心
配
仕
候
」

と
不
安
の
念
を
も
ら
し
て
い
る
。
そ
の
気
づ
か
わ
し
さ
は
お
お
よ

そ
見
当
が
つ
く
。

相
互
扶
助
と
救
済

　
嘉
永
三
年
の
大
風
害
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
深
刻
で
あ
っ
た
。

窮
民
は
、
葛
の
根
や
イ
チ
イ
の
実
で
飢
え
を
し
の
い
だ
と
い
う
。

　
「
家
宝
珍
事
記
」
に
よ
る
と
、
中
石
垣
村
は
別
府
村
の
一
快
屋
市
郎

兵
衛
よ
り
銀
子
の
扶
助
が
あ
り
、
困
窮
の
ひ
ど
い
ハ
人
の
小
百
姓



に
「
施
行
」
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
い
っ
ぼ
う
「
諸
用
留
」
に
は
そ

の
寄
特
な
行
な
い
に
た
い
し
て
、
高
松
役
所
よ
り
銀
壱
枚
の
褒
美

が
与
え
ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
別
府
村
の
篤
志
家
が
村
域
を

越
え
て
中
石
垣
村
の
窮
民
を
救
済
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
年
に
は
、
島
原
藩
よ
り
速
見
郡
の
預
所
に
銀
弐
貫
目
が
救

済
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
。
中
石
垣
村
は
、
翌
嘉
永
四
年
二
月
に

も
高
松
役
所
へ
扶
助
米
を
願
い
出
て
、
玄
米
拾
弐
石
を
借
り
出
し

て
百
姓
に
分
配
し
て
い
る
。

　
救
済
は
飢
餓
の
時
ば
か
り
で
は
な
い
。
公
儀
役
人
の
廻
村
や
幕

府
の
巡
見
使
の
送
迎
・
接
待
な
ど
特
別
の
村
入
用
が
生
じ
た
時
に

は
、
島
原
藩
か
ら
再
三
の
救
済
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
充

分
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
天
保
四
年
、
新
開
役
と
し
て
郡
代

一
行
か
来
村
し
た
折
り
も
、
島
原
藩
よ
り
銀
拾
貫
目
の
救
済
を
受

け
た
が
、
百
姓
は
公
役
料
に
加
え
て
一
石
高
に
つ
き
丁
銭
五
百
文

の
特
別
出
資
が
あ
り
、
そ
の
負
担
か
「
過
分
々
々
（
家
宝
珍
事
記
）
」

と
歎
息
し
て
い
る
。

　
横
灘
か
島
原
藩
の
預
所
に
な
っ
た
の
は
宣
戦
十
一
年
十
月
で
あ

る
。
そ
の
年
の
十
一
月
に
境
川
の
大
洪
水
か
あ
り
、
島
原
藩
は
、

預
り
早
々
救
援
米
や
河
普
請
と
莫
大
な
出
費
を
要
し
て
い
る
。
幕

府
領
を
預
っ
た
島
原
藩
は
、
飢
餓
の
救
済
は
も
と
よ
り
災
害
の
復

旧
・
公
儀
役
人
の
廻
村
に
と
も
な
う
村
方
入
用
の
補
填
、
村
役
人

や
百
姓
の
慰
労
や
褒
賞
な
ど
幕
府
へ
の
体
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
預
所
の
面
倒
を
実
に
よ
く
み
て
い
る
。

流
川
通
り
界
隈

　
　
「
諸
用
留
」
に
、
「
流
川
下
繁
昌
に
付
き
か
く
の
如
く
ひ
か
え

る
な
り
」
と
い
う
流
川
下
通
り
の
絵
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
絵
図
は
、
儀
ハ
郎
（
市
郎
兵
衛
）
が
こ
の
界
隈
が
賑
や
か
に
な

っ
た
文
久
二
年
に
、
ま
だ
閑
散
と
し
た
田
や
七
島
田
で
あ
っ
た
頃

の
有
様
を
懐
古
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
わ
ず
か
四
十
四
・
五
年
以
後
に
は
、
≒
只
今
は
　
一
快
屋
七
島
田

そ
の
下
沼
汐
入
り
共
に
大
造
家
造
り
　
本
通
り
浜
迄
両
側
共
に
町

に
相
成
」
り
、
流
川
通
り
は
様
相
を
一
変
し
た
の
で
あ
る
。

　
流
川
通
り
繁
昌
の
因
の
一
つ
に
別
府
港
の
改
築
が
あ
る
。

　
嘉
永
二
年
、
別
府
村
は
村
人
用
金
百
両
を
費
や
し
て
辰
巳
（
南

東
）
に
二
十
五
間
の
波
止
を
築
き
出
す
工
事
を
行
な
い
、
流
川
の

川
口
を
深
く
掘
っ
た
の
で
船
か
か
り
か
よ
く
な
り
、
湯
治
船
や
廻

船
が
入
港
し
や
す
く
な
っ
た
。
文
中
に
「
猶
又
時
節
相
移
又
々
右

－18－
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　　１
夥

・文致期の頃の流川下図
　　　　　　　　　　(海門寺ミチが現在の銀座裏通)

こり

　文化

丈
築
出
度
事
」
と
あ
る
か
、
こ
れ
は
明
治
二
年
に
本
格
的
な
改
築

工
事
か
行
な
わ
れ
実
現
し
た
。

　
こ
の
絵
図
で
西
の
端
に
「
御
庄
屋
高
倉
氏
」
居
宅
か
見
え
る
。

こ
の
西
側
に
当
時
の
幹
線
道
路
「
西
海
道
（
旧
国
道
）
」
か
通
っ

て
い
る
。
こ
の
西
海
道
に
沿
っ
て
別
府
村
の
町
並
み
が
あ
っ
た
。

庄
屋
宅
は
こ
の
道
路
と
流
川
通
り
の
四
つ
角
に
あ
り
、
坪
先
の
空

き
地
に
別
府
村
の
高
札
場
か
あ
っ
た
。

　
こ
の
付
近
の
有
様
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
大
火
の
絵
図

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
絵
図
で
は
秋
葉
宮
は
現
在
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
鎮
座
し
、
そ
の
右
脇
を
東
西
に
走
る
道
路
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

る
。
秋
葉
宮
の
南
に
一
快
屋
の
屋
敷
が
あ
る
。
一
快
屋
は
主
に
酒
の
醸

造
を
手
か
け
て
い
た
。
天
保
七
年
の
酒
造
石
制
令
の
請
書
に
よ
れ

ば
、
通
常
の
酒
造
米
は
千
石
と
あ
る
か
ら
か
な
り
大
掛
り
な
酒
造

業
を
営
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
別
府
村
・
浜
脇
村
は
町
む
ら
で
湯
治
客
相
手
の
小
商
い
や
手
工

業
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
中
石
垣
村
で
も
啓
助
（
首
藤
氏
）

が
組
頭
役
を
退
役
す
る
ほ
ど
紺
屋
の
商
売
が
繁
盛
し
た
。



巡
見
使
の
通
行

　
将
軍
代
替
り
の
大
行
事
に
巡
見
使
の
廻
国
が
あ
る
。
天
保
五
年

家
斉
が
没
し
た
の
で
横
灘
地
方
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
巡

見
使
の
一
行
を
迎
え
た
。
当
地
は
、
幕
府
領
で
あ
り
且
つ
島
原
藩

預
所
で
あ
る
た
め
「
国
々
御
料
所
巡
見
使
」
と
「
諸
国
巡
見
使
」

の
二
組
か
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
「
諸
国
巡
見
使
」
は
同
年
閑
四
月
七
日
に
平
岩
七
之
助
外
八
名

と
そ
の
他
役
人
九
十
名
、
百
姓
を
人
足
と
し
て
千
九
百
人
。
同
年

五
月
十
七
日
、
田
口
岩
蔵
外
同
勢
二
十
三
人
の
「
国
々
御
料
巡
見

使
」
か
通
過
し
た
が
、
こ
の
時
、
北
組
は
農
繁
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
人
足
三
百
五
十
人
割
当
て
ら
れ
中
石
垣
村
か
ら
は
三
十
五
人
か

杵
築
ま
で
供
を
し
た
。

　
一
快
星
で
昼
休
み
し
た
平
岩
一
行
は
「
至
っ
て
御
静
か
」
な
御
通

行
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
保
七
年
の
大
飢
歳

に
よ
る
百
姓
の
窮
状
を
察
し
て
の
配
慮
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

コ
ロ
リ
（
虎
狼
痢
）
の
流
行

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
八
月
、
コ
レ
ラ
か
大
流
行
し
た
。
「
は

ま
わ
き
三
十
七
・
八
入
位
死
ぬ
」
（
諸
用
留
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

か
り
に
、
罹
病
者
に
対
す
る
死
亡
率
を
三
人
に
一
人
と
し
た
場
合
、

罹
病
者
は
百
十
四
人
に
も
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
諸
用
留
」
に

　
（
南
石
垣
村
）
蘭
方
医
矢
田
淳
の
セ
ン
デ
ン
ハ
ム
（
舎
電
華
摸
）

の
処
方
が
あ
る
。
矢
田
は
、
か
つ
て
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
学
ん
で

い
る
か
、
こ
の
時
、
師
の
洪
庵
か
オ
ラ
ン
ダ
医
師
ポ
ン
ペ
か
ら
学

ん
だ
キ
ニ
ー
ネ
・
ア
ヘ
ン
・
サ
ン
ト
ニ
ン
な
ど
の
処
方
を
伝
授
さ

れ
、
矢
田
か
こ
れ
を
治
療
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
垣
三

か
村
・
別
府
村
で
は
、
五
・
六
十
人
煩
っ
た
か
一
人
の
死
者
も
で

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
別
府
は
幕
府
領
（
賊
領
）
で
維
新
を
迎
え
た
。
し
か
も
、
寛
政
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

十
一
年
よ
り
島
原
藩
預
け
と
な
り
、
慶
応
三
年
一
月
に
あ
わ
た
だ

し
く
肥
後
藩
に
預
け
替
に
な
る
な
ど
、
支
配
が
い
ち
ぢ
る
し
く
変

転
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
で
別
府
に
は
文
書
史
料
が
き
わ
め
て
乏

し
い
。
こ
の
「
諸
用
留
」
　
「
家
宝
珍
事
記
」
は
、
別
府
の
江
戸
時

代
末
期
の
史
料
と
し
て
ま
こ
と
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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